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「日常診療における痛みのマネジメント 

～鎮痛薬をいかに安全かつ有効に使うか？～」 
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日常診療において最も高頻度に診療する機会があるのは腰痛や関節痛のような運

動器の痛みです。従来は非ステロイド消炎鎮痛薬が処方薬の中心でありましたが、現

在多くの薬剤が発売され、各薬剤を安全かつ有効に処方する方法に関心が高まってい

ます。またアセトアミノフェンのような従来からある鎮痛薬も見直されるようになっ

てきました。本日は、日常診療で診療する痛みに対して、どのように処方するのが理

想的かについて考えてみます。 

痛みの部位や疾患との関連、有効な処方のポイント、安全な処方のための工夫、な

どについても併せてお話致します。特に神経障害性疼痛に対する薬剤や弱オピオイド

などの有効性と問題点について解説致します。現在、東日本大震災の最大の被災地で

ある石巻・東松島地区で無床診療所として臨床に従事していますが、比較的シンプル

な処方で患者の鎮痛と QOL 改善に十分貢献できるのではないかと感じています。 

 

 


